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私
は
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
五
月
一
日
、
臨
時
召

集
に
て
福
知
山
第
二
十
連
隊
に
入
隊
、
以
来
、
昭
和
二
十

一
年
二
月
十
一
日
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
上
陸
用
舟
艇
Ｍ
84
に

乗
せ
ら
れ
て
佐
世
保
港
に
上
陸
、
こ
こ
で
足
掛
け
七
年
の

軍
務
の
期
間
を
終
え
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
、
三
回
の
召
集
を
受
け
、
大
作
戦
に
も
三
回
参

加
し
、
現
地
で
の
小
規
模
の
討
伐
、
警
備
に
も
出
動
し
ま

し
た
。
加
え
て
陸
軍
病
院
で
の
入
院
生
活
も
経
験
し
、
病

院
船
で
の
内
地
送
還
、
内
地
で
の
兵
営
生
活
、
外
地
で
の

野
営
生
活
等
の
種
々
の
軍
隊
組
織
の
中
で
の
生
活
体
験
も

体
験
し
て
き
ま
し
た
。 

 

第
一
回
の
召
集
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
昭
和
十

五
年
五
月
一
日
、
臨
時
召
集
に
て
福
知
山
第
二
十
連
隊
に

入
隊
、
第
十
一
中
隊
に
編
入
さ
れ
、
三
カ
月
の
教
育
訓
練

の
後
の
八
月
十
三
日
に
召
集
解
除
と
な
っ
た
の
で
す
。 

 

第
二
回
の
召
集
は
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
日
、
同
じ
く

福
知
山
第
二
十
連
隊
に
入
隊
、
今
度
は
第
十
二
中
隊
に
編

入
さ
れ
、
十
六
日
に
福
知
山
発
、
十
八
日
に
宇
品
港
よ
り

出
帆
、
二
十
三
日
に
は
南
京
に
上
陸
、
直
ち
に
南
京
地
区

の
警
備
を
担
当
し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
十
二
月
八
日
に
は
南
京
港
を
遡
航
、
十
三
日
に

漢
口
に
上
陸
し
て
、
同
日
よ
り
漢
口
の
警
備
に
着
き
ま
し

た
。 

 

明
け
て
昭
和
十
六
年
一
月
十
八
日
よ
り
二
月
十
七
日
の

間
は
、
初
め
て
の
大
作
戦
で
あ
る
予
南
作
戦
に
参
加
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
が
一
番
苦
労
し
た
作
戦
で
し
た
。
雨
が
降

っ
て
十
日
も
靴
が
抜
け
ず
、
雨
の
中
を
敵
の
弾
が
足
元
に

ピ
ュ
ー
ピ
ュ
ー
飛
ん
で
来
る
。
早
く
こ
の
弾
に
当
た
り
た

い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
の
心
境
に
な
る
の
で
す
。
こ
の
間

の
戦
闘
は
、
二
十
四
日
に
聞
曹
庄
付
近
の
戦
闘
、
二
十
九

日
に
は
西
平
付
近
の
戦
闘
、
二
月
八
日
に
は
皇
営
付
近
の

戦
闘
に
参
加
し
、
二
月
十
七
日
に
漢
口
に
帰
還
し
て
い
ま

す
。 
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続
い
て
二
月
十
八
日
か
ら
四
月
四
日
ま
で
栄
湖
南
方
作

戦
に
参
加
し
、
そ
の
間
三
月
一
日
に
は
陸
軍
一
等
兵
に
進

級
し
て
い
ま
す
。 

 
四
月
六
日
よ
り
は
江
北
地
区
の
警
備
を
行
い
、
九
月
一

日
に
上
等
兵
に
進
級
し
ま
し
た
。
以
後
、
年
内
は
江
北
地

区
無
為
県
付
近
及
び
清
郷
工
作
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま

す
。 

 

昭
和
十
七
年
三
月
十
五
日
、
第
三
期
の
清
郷
工
作
に
参

加
し
、
四
月
三
十
日
よ
り
八
月
二
十
日
ま
で
は
、
か
の
浙

贛
作
戦
に
参
加
、
翌
八
月
二
十
一
日
に
松
江
付
近
の
警
備

及
び
清
郷
工
作
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
こ
の
頃
よ
り
病
気
に
な
り
、
九
月
十
五
日
に
は

左
湿
性
胸
膜
炎
の
た
め
に
嘉
興
陸
軍
病
院
に
入
院
と
な
り

ま
し
た
。
以
後
、
蘇
州
陸
軍
病
院
に
後
送
さ
れ
た
。
さ
ら

に
上
海
陸
軍
病
院
、
廣
島
陸
軍
病
院
、
京
都
陸
軍
病
院
を

経
て
、
十
二
月
十
日
に
は
敦
賀
陸
軍
病
院
に
後
送
さ
れ
、

二
十
日
に
は
敦
賀
連
隊
（
中
部
第
三
十
七
部
隊
）
に
復
帰

し
て
、
昭
和
十
八
年
三
月
一
日
に
第
二
回
の
召
集
と
軍
務

は
解
除
と
な
っ
た
の
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
陸
軍
病
院
で
の
入
院
生
活
に
お
い
て
、
中

で
も
上
海
陸
軍
病
院
で
内
地
送
還
の
命
令
を
受
け
た
時
の

私
の
心
境
は
、
原
隊
復
帰
が
本
心
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、

当
時
の
看
護
婦
長
か
ら
の
言
葉
に
「
内
地
に
帰
っ
て
も
、

ま
た
召
集
が
く
る
か
ら
心
を
静
め
て
帰
り
な
さ
い
」
と
言

わ
れ
た
言
葉
が
、
今
も
な
お
耳
の
底
に
残
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
後
日
気
が
付
い
た
こ
と
で
す
が
、
私
が
病
院
船
の
人

と
な
り
上
海
を
出
港
し
た
日
と
、
私
の
原
隊
の
歩
兵
第
六

十
七
連
隊
が
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
た
め
南
京
を
出
発
し
た

日
と
が
同
じ
日
だ
っ
た
と
は
、
私
の
運
命
を
分
け
た
日
で

あ
っ
た
と
、
今
だ
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
十
七
年
四
月
、
米
軍
の
日
本
本
土
に
対
す
る
空
襲

が
始
ま
り
、
中
国
大
陸
中
部
に
あ
る
敵
の
飛
行
場
を
破
壊
、

占
領
せ
ぬ
限
り
、
日
本
本
土
の
安
泰
は
期
せ
ら
れ
ぬ
こ
と

と
な
り
、
同
年
五
月
よ
り
八
月
に
掛
け
て
実
施
さ
れ
た
の

が
浙
贛
作
戦
で
し
た
。 

 

我
が
歩
兵
第
六
十
七
連
隊
は
、
こ
の
作
戦
に
参
加
の
た

め
南
京
を
出
発
し
て
、
浙
江
省
の
原
野
へ
の
進
撃
が
始
ま

り
、
私
は
第
三
大
隊
本
部
の
暗
号
手
と
し
て
こ
れ
に
参
加
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し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
編
成
は
通
信
兵
三
人
と
暗
号
手
二

人
の
計
五
人
で
、
三
号
無
線
機
一
、
発
電
機
一
の
装
備
で

し
た
。 

 
四
カ
月
に
わ
た
る
こ
の
大
作
戦
中
に
、
一
番
困
っ
た
こ

と
は
、
雨
の
中
の
進
軍
と
、
軍
事
機
密
で
あ
る
暗
号
書
の

保
管
で
あ
っ
て
、
気
を
許
し
て
寝
る
こ
と
も
で
き
ず
、
ま

た
時
間
を
決
め
て
交
信
を
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

交
信
の
時
間
が
く
れ
ば
、
列
か
ら
離
れ
て
作
業
を
開
始
し
、

受
信
し
た
電
報
の
解
読
に
長
い
時
は
一
時
間
余
り
も
要
し
、

そ
の
間
も
部
隊
は
待
た
ず
に
移
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
一
個
分
隊
の
護
衛
を
受
け
て
の
作
業
と
な
る
の
で
す

が
、
交
信
終
了
後
に
は
、
五
キ
ロ
余
り
も
先
に
進
軍
し
て

い
る
本
隊
を
追
及
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
強
行
軍
が
大
変

で
し
た
。 

 

ま
た
作
業
中
に
敵
の
襲
撃
を
受
け
ず
に
終
わ
っ
た
時
は
、

神
の
助
け
と
し
か
考
え
ら
れ
ず
、
も
し
敵
の
攻
撃
を
受
け

て
い
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
か
と
思
う
と
、
今
考
え
て
見

て
も
、
身
震
い
す
る
思
い
で
す
。 

 

こ
う
し
て
昭
和
十
八
年
三
月
一
日
に
敦
賀
病
院
で
、
第

二
回
の
召
集
は
解
除
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
昭
和
十
九
年

一
月
七
日
に
は
、
第
三
回
目
の
臨
時
召
集
が
来
て
、
今
度

は
京
都
歩
兵
第
三
連
隊
に
入
隊
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
部
隊
は
独
立
歩
兵
第
二
五
三
大
隊
第
三
中
隊
に
編

入
さ
れ
、
一
月
十
日
に
動
員
完
結
、
二
月
二
十
二
日
に
門

司
港
を
出
帆
し
、
同
月
二
十
九
日
に
南
京
に
上
陸
し
ま
し

た
。 

 

五
月
二
十
日
よ
り
河
南
作
戦
に
参
加
し
ま
し
た
。
橋
が

な
く
て
工
兵
隊
が
舟
橋
を
造
っ
た
の
で
す
が
、
渡
る
の
に

約
一
時
間
を
要
し
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
黄
河
の
幅

が
広
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
蒙
古
警
備
に
向
か
い
、

警
備
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
ら
、
ソ
連
軍
が
満
州
に
侵
攻

し
て
き
た
と
い
う
の
で
、
南
京
ま
で
行
か
ず
に
引
き
返
す

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

終
戦
は
、
蒙
古
へ
戻
り
か
け
て
、
保
定
と
い
う
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
汽
車
の
中
で
中
国
の
新
聞
を
見
て
知
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
我
々
は
通
信
隊
で
し
た
の
で
、
東
京
の
ニ
ュ

ー
ス
を
聞
こ
う
と
い
う
こ
と
で
聞
き
ま
す
と
、
や
は
り
こ

れ
は
事
実
と
い
う
こ
と
が
判
り
、
蒙
古
に
戻
り
ま
す
と
、
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既
に
在
留
邦
人
な
ど
大
勢
の
方
が
、
帰
国
の
移
動
を
始
め

て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
乗
っ
て
い
た
汽
車
は
邦
人
に
明

け
渡
し
、
兵
隊
は
張
家
口
か
ら
一
週
間
掛
か
っ
て
天
津
に

戻
り
ま
し
た
。
も
う
既
に
鉄
帽
や
毒
マ
ス
ク
な
ど
の
装
備

は
捨
て
て
天
津
に
集
結
、
武
装
解
除
と
な
り
ま
し
た
。 

 

収
容
所
生
活
に
入
り
、
天
津
の
農
場
の
警
備
や
米
軍
の

使
役
に
も
出
ま
し
た
。 

  

復
員
は
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
十
一
日
、
米
軍
の
上
陸

用
舟
艇
Ｍ
84
で
佐
世
保
港
に
上
陸
し
、
同
日
召
集
解
除
と

な
り
、
こ
れ
で
私
の
三
回
に
及
ん
だ
召
集
と
軍
隊
生
活
は

終
了
し
ま
し
た
。 

中
支
作
戦
に
参
加
し
て 

京
都
府 

 

出 

口 

順 

市 
 

  

 

私
は
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
十
二
月
一
日
召
集

に
よ
り
、
京
都
府
岡
崎
勤
労
会
館
に
お
い
て
入
隊
の
手
続

を
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
若
葉
会
館
に
分
宿
す
る
こ
と

が
指
定
さ
れ
て
、
ほ
か
の
地
区
か
ら
入
隊
す
る
方
々
を
四

～
五
日
待
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
五
年
十
二
月
五
日
か
六
日
で
し
た
、
一
緒
に
大

阪
港
よ
り
出
航
し
中
支
の
タ
ー
ク
と
い
う
と
こ
ろ
に
上
陸
、

天
津
を
経
て
石
太
線
に
て
楡
次
へ
、
七
里
ほ
ど
歩
い
て
部

隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。 

 

入
隊
し
た
部
隊
は
次
の
部
隊
で
し
た
。 

 
 

北
支
山
西
省
独
立
歩
兵
第
四
旅
団
第
二
中
隊 

 
 

片
山
部
隊
菊
田
部
隊
山
田
隊
・
山
田
大
尉 

 

入
隊
す
る
と
、
片
山
師
団
長
、
菊
田
旅
団
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
訓
示
が
あ
り
、
緊
張
の
一
時
で
し
た
。
そ
こ
で
初
年

兵
の
教
育
が
始
ま
っ
た
の
で
す
が
、
教
育
、
演
習
を
し
な




